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ディジタル構報の長期保存と利用
山本毅雄
要旨; コンピュータの ら半世紀、Webのスタートから既に10年以上が過
その られ、利用さ タの多く
を担うようになりつつある
まっている。これについて、
に失われている。ヂィジタ
ィジタル情報の長期保存と
施策・組織の問題、心の
これから
スライド 1
スライド 2
を概観する。
ディジタル警報の
長期保存と和田
2003・1-24
罷立構報学研涜所
山本毅雄
1 Iまじめに
-罷麓コンピュータ半世紀初め10年:データは
どこに?
・事実上文化・学術の基怒を控いつつあるディ
ジタjレ1警報
• r保存Jr耳元j黒〈供用)Jの両方が必要
・技術の間意義、接議・組織の問題、心の関器
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文化・
けて現状と
スライド 3
スライド 4
スライド 5
2 技術の問題
-媒体の価格→無視できるまで下降
・媒体寿命・システム事故対策→多重化(RAID、ネツ
ト分散)
・ハードウェア変更(記憶装置変更、コンビュータ変
更)対策
・ソフトウェア(08、装置ドライパ、 DBMS変更、応用
ソフト)変更対策
.技術標準(ソフト標準、文字コード)変更対策
・機密保護および保全対策、著作権保護、課金技術
2. 1 媒体寿命
-思いの外延びている
-平均寿命の意味→個体の寿命ではない
-多重化・移行の便→マイクロ化は逆行?
2. 2 ハード・ソフト変化対策
移行(migraUon)
新しL、理境にデー告やサービスを移す
問題複雑、高度なデー告やサービスは移しにくい
問自践解したり、移しそこねて破蟻することがある
-棋倣(emulation)
新しい環境上で古い環境を様倣し、古い装置まやプログラムが
動くようにする
問題効率が落ちる
問問システムが植雑化し、故障が増える
問題外の環境とのズレが大きくなり、有用性が減る
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スライド 6
スライド 7
スライド 8
2. 3 技術標準変更対策
-もっとも大きな問題の一つ
-一時的な強制的(単一)標準化は解決になら
ない。歴史的に積み重なる標準の変化や、同
時並存する標準の共存への対応が本質的問
題
-標準の時系列管理?
2. 5 機密保護技術
• Cryptography暗号学
• Steganography情報迷彩技術(暗号化して
いること、あるいは情報があること自体を知ら
れないようにする技術。Watermark技術を含
む)
・認証技術
3 施策、組織の問題
-単一組織では解決できない→コンソーシアム
の必要
・組織の変化、生死にかかわりなくデータが生
き延びる保障が必要
・著作権、所有権の状況変化に対応する必要
.単に保存だけでなく、いかに利用を保障する
かが大切
・法的・組織的整備が必要
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4 心の問題
-“Trusted Digital Repositories: Attributes 
and Responsibilities' 
1lttp:l/www.rlq.orq/lonqterm/repositories.pdf 
• L、か!二利用者に信頼してもらうか
・データ所有者の心の問題
アクセスされる情報が価値ある情報
「ものJの価値は情報の広まりで上がる
文化財保護法第4条
• 2 文化財の所有者その他の関係者は、文化
財が貴重な国民的財産であることを自覚し、
これを公共のために大切に保存するとともに、
できるだけこれを公開する等その文化的活用
に努めなければならない。
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